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１. 本調査の目的と概要 
 
１.１ 本調査の目的 

 
ワイヤレスを含むブロードバンド・インターネットの普及、放送のデジタル化など ICT基盤・

サービスの高度化が進展する中で、我が国においては国連の電子政府準備度指数でも第 17位にと
どまる（2010 年）など ICT 利活用の進展が依然遅れていると指摘されている。他方、ICT メデ
ィアについては広範な融合・連携が進展しており、最近のスマートフォン、タブレット等の普及

に伴い、利用者側の ICT利用動向にも大きな変化が生じている。  
このような状況を国民意識の点から把握・分析するため、郵送アンケート調査により、国民の

ICTアプリケーションの認知、ICTに対する意識等の変化について分析を行った。 
 

１.２ 本調査の概要 
 
本報告書は、主に ICTに対する利用者の意向調査について結果を整理するものである。具体的

には、ICT 利用環境の高度化に伴う利用者意識の変化に着目し、利用者意識の実態とその背景に
ついて分析を実施した。全国を対象とする郵送アンケート調査によって実態の把握を行い、アン

ケート調査・分析は、「主要な ICTアプリケーションに対する利用者の意識」及び「メディアに対
する意識の変化」の 2項目をテーマとして設定した。 

 
  



 

2 
 

２. 国民の意識変化に係る郵送アンケート調査 
 
２.１ 概要 
 
２.１.１. 調査の狙い 

 
本節では、国民の間に浸透した ICT環境に関して、主要 ICTアプリケーションに対する利用意識、
放送のデジタル化・インターネットの普及等によるメディアへの意識等の変化について、郵送アン

ケート調査の企画・実施・集計・分析を行った。  
なお、本調査に当たっては、東京大学情報学環橋元教授の助言・協力を得て、実施・分析を行っ

た1。 
 
 本調査は、国内では新たなアプリケーションやメディアが隆盛しているにもかかわらず、１.１で
触れたように、ICT 利活用の進展が依然として他国に比して遅れているという状況を鑑み実施する
ものである。そのため、利用者意識に大きな影響を及ぼすと考えられる要因を適切に抽出し、それ

に対する意識を調査する必要がある（主として、下記調査①）。また、国民がメディアに対する意識

について ICT環境の変化がどの程度影響を与えているかについては、年代等の利用者の属性や、ICT
の利用実態と密接に係るものと考えられ、その関係性を明らかにする必要がある（主として、下記

調査②）。 
  
① 主要 ICTアプリケーションに対する利用者意識調査 
 主要な ICTアプリケーションが、国民にどのように認知され利用されているのか、また認知され
ていない場合にはその背景や理由を把握し分析する。 
なお、調査計画の策定に当たっては、行政、医療、教育、テレワーク等公共分野を中心に ICTア

プリケーションを選定することとし、その上で、選定した ICTアプリケーションに対する国民の利
用動向等についての分析を行う。 
 
②ICT基盤・サービスの高度化に伴うメディアへの意識等の変化に関する調査 
放送のデジタル化やインターネット、携帯電話（スマートフォンを含む）の本格普及等によるモ

バイル化の進展等により、利用者のメディアに対する意識がどのように変化をしたか等について把

握し分析する。 
なお、調査計画の策定に当たっては、ICT の利用環境の変化と利用動向の変化の関連性について

分析するため、時系列で利用動向の変化との関連を分析できるようにした。 
 
 
 

                                                 
1 本調査では、「東日本大震災等による ICTへの意識等の変化」について郵送アンケートを通じて調
査を行った。同調査結果については、総務省 情報通信政策研究所の報告資料を参照されたい。 
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２.１.２. 郵送アンケート調査の設計概要 
 
図表 ２.１-１及び図表 ２.１-２に郵送アンケート調査の設計概要を示す。 

図表 ２.１-１ 郵送アンケート調査の概要 

項目 概要 

調査方法 郵送調査法 
調査対象 全国の 13歳以上 69歳までの男女 
調査期間 2012年 2月下旬～3月上旬 

抽出方法 
実査を担当したアンケート会社のモニター（約 91万人）の属性情報を活用し、
下記の割付に基づく無作為抽出 

割付方法 

性・年代並びに地域ブロック毎について有意な結果が得られるように、当該区

分について実際の人口比率に基づき比例割付を行った。 
－性（2区分） × 年代（10歳刻みの 6区分） 
－地域ブロック（北海道/東北/関東/北陸/甲信越/東海/近畿/中国/四国/九州・沖縄）

サンプル数 モニターから 2,256人を抽出。有効回答数は 1,625サンプル （回収率：72.0%）
 

図表 ２.１-２ 発送数及び回収数 

 

■発送数
北海道 東北 関東 北陸 甲信越 東海 近畿 中国 四国 九州・沖縄

北海道

・青森県・岩手

県・宮城県

秋田県・山形

県・福島県

茨城県・栃木

県・群馬県・埼

玉県

千葉県・東京

都・神奈川県

富山県・石川

県・福井県

新潟県・山梨

県・長野県

岐阜県・静岡

県・愛知県・三

重県

滋賀県・京都

府・大阪府・兵

庫県・奈良県・

和歌山県

鳥取県・島根

県・岡山県・広

島県・山口県

徳島県・香川

県・愛媛県・高

知県

福岡県・佐賀

県・長崎県・熊

本県・大分県・

宮崎県・鹿児

島県・沖縄県

セグメント 性 年齢 合計

1 13歳～19歳 5 9 42 4 5 15 22 7 4 15 128
2 20歳～29歳 11 16 76 5 9 27 38 13 7 25 227
3 30歳～39歳 10 16 71 4 9 24 34 13 7 23 211
4 40歳～49歳 9 13 60 4 7 21 30 10 6 20 180
5 50歳～59歳 10 16 73 6 9 26 36 13 7 24 220
6 60歳～69歳 9 14 66 5 8 23 32 11 6 22 196
7 13歳～19歳 5 8 37 3 5 13 20 7 3 13 114
8 20歳～29歳 10 15 68 5 8 25 35 12 7 23 208
9 30歳～39歳 12 15 67 4 9 23 32 12 7 21 202
10 40歳～49歳 8 12 56 4 7 20 28 9 5 19 168
11 50歳～59歳 9 15 68 5 9 24 33 12 7 23 205
12 60歳～69歳 10 14 66 5 8 23 32 11 6 22 197

合計 108 163 750 54 93 264 372 130 72 250 2256

■回収数
北海道 東北 関東 北陸 甲信越 東海 近畿 中国 四国 九州・沖縄

北海道

・青森県・岩手

県・宮城県

秋田県・山形

県・福島県

茨城県・栃木

県・群馬県・埼

玉県

千葉県・東京

都・神奈川県

富山県・石川

県・福井県

新潟県・山梨

県・長野県

岐阜県・静岡

県・愛知県・三

重県

滋賀県・京都

府・大阪府・兵

庫県・奈良県・

和歌山県

鳥取県・島根

県・岡山県・広

島県・山口県

徳島県・香川

県・愛媛県・高

知県

福岡県・佐賀

県・長崎県・熊

本県・大分県・

宮崎県・鹿児

島県・沖縄県

セグメント 性 年齢 合計

1 13歳～19歳 4 3 25 2 4 11 13 6 4 8 80
2 20歳～29歳 3 9 48 2 6 12 29 9 4 10 132
3 30歳～39歳 6 6 47 4 4 17 23 11 5 13 136
4 40歳～49歳 6 9 41 4 4 17 19 8 3 13 124
5 50歳～59歳 7 10 60 5 6 17 29 7 5 19 165
6 60歳～69歳 8 9 48 4 7 16 18 7 5 12 134
7 13歳～19歳 5 6 25 3 4 10 16 3 2 9 83
8 20歳～29歳 3 7 43 3 4 20 23 9 4 11 127
9 30歳～39歳 12 15 60 4 9 19 27 10 5 19 180
10 40歳～49歳 6 7 51 3 5 19 24 6 4 18 143
11 50歳～59歳 7 13 52 4 9 20 27 10 7 22 171
12 60歳～69歳 10 10 52 3 6 19 20 9 5 16 150

合計 77 104 552 41 68 197 268 95 53 170 1625
回収率 72.0%

男性

女性

男性

女性
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２.１.３. 回答者の基本属性・ICTの利用状況 
（１） 基本属性 

 図表 ２.１-３～図表 ２.１-７に回答者の基本属性を示す。 
 

 
 

図表 ２.１-３ 性別・年齢 

 
 

 
図表 ２.１-４ 職業・最終学歴 

 
 

 
  

47.4%
52.6%

男性

女性

N=1625

10.0%

15.9%

19.4%

16.4%

20.7%

17.5%
１９歳以下

２０歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

N=1625

6.9%

38.0%

18.3%5.8%

0.3%
3.8%

4.3%

16.2%

5.0%
1.0% 0.3%

自営業・自由業

会社員・公務員・団体職員等

パート・アルバイト・フリーター等

大学生

大学院生

中学生

高校生・予備校生

専業主婦

無職

その他

無回答

N=1625

2.4%

31.9%

24.2%

27.9%

2.2%
11.5% 中学校（旧制尋常小学校、旧制

高等小学校を含む）

高校（旧制中学校、実業学校、

師範学校、女学校を含む）

短大・高専・旧制高校・専門学校

大学

大学院

無回答

N=1394
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図表 ２.１-５ 家族構成・住居の種類 

 

図表 ２.１-６ 世帯年収 

 
 

図表 ２.１-７ 居住地域・地域規模 

 
 
 
  

6.8%

12.2%

47.0%

20.9%

9.7%

2.6%

0.7%

一人暮らし

夫婦二人

子どもと同居

親と同居

三世代同居

その他

無回答

N=1625

64.7%

33.8%

0.9% 0.6%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

N=1625

6.4%

20.8%

25.3%18.5%

10.0%

6.2%

1.0%

0.6%

9.0%

2.2%

２００万円未満

２００万円～４００万円未満

４００万円～６００万円未満

６００万円～８００万円未満

８００万円～１０００万円未満

１０００万円～１５００万円未満

１５００万円～２０００万円未満

２０００万円以上

わからない

無回答N=1625

4.7% 6.4%

34.0%

2.5%
4.2%

12.1%

16.5%

5.8%

3.3%
10.5%

北海道

東北

関東

北陸

甲信越

東海

近畿

中国

四国

九州・沖縄N=1625

42.3%

51.2%

6.5%

政令指定都市（東京23区
含む）及び県庁所在地

左記以外の市

町村

N=1625



 

（２）

 

 
 

 ICT 利用状状況 

図表

図表

表 ２.１-８

表 ２.１-９

8

11.5%

0.4%

6 

自宅におけ

インターネ

88.1%

N=1

ける放送サービ

ネット利用状

利用している

利用していな

無回答

1625

ビス 

 

状況 

る

ない
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図表 ２.１-１０ インターネット利用機器 

 

図表 ２.１-１１ インターネットの利用歴 

 

87.8 

23.7 

48.0 

22.1 

4.0 

3.4 

7.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅のパソコン

自宅以外のパソコン

携帯電話（PHS、携帯情報端末(PDA)を含む）

スマートフォン(iPhone、Android端末等）

タブレット端末（iPad等）

インターネットに接続できるテレビ

インターネット対応型家庭用ゲーム機・その他の機器

無回答

N=1432

2.0 

11.6 

18.3 

13.3 

35.1 

11.8 

5.3 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

～１年未満

１年～３年

４年～６年

７年～９年

10年～12年

13年～15年

16年以上

無回答

N=1432



 

図表 ２.１-１２
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インターネネット利用サービス 
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２.２ 主要 ICTアプリケーションに対する利用者意識調査 
  

本節では、ICTアプリケーションに対する意識調査を行ったアンケート調査結果について説明
し、得られた示唆等について整理を行う。 

 
２.２.１. 対象とする ICTアプリケーション 

 
本節では、ICTアプリケーションとして、図表 ２.２-１のとおり、「行政」「医療」「教育」等の

いわゆる公的分野におけるサービスを対象に、利用者意識について整理するものとする。これら

の ICTアプリケーションは、欧米諸国や韓国などの ICT先進国をはじめ、諸外国において着目さ
れるサービス群である。なお、下表のサービス一覧は、実際の国民に対する郵送アンケートの調

査票にて、回答者に対して提示した文面そのものである。 
本調査の結果を通じて、各アプリケーションに関して、国民にどのように認知され利用されて

いるのか、また認知されていない場合にはその背景や理由を把握し、我が国の現状がどの程度か、

またその潜在需要はどの程度かを浮き彫りにすることが狙いである。 
 

図表 ２.２-１ 本調査で対象とするサービス一覧 

分野 サービス 内容 

行政 

1.電子申請サービス 
紙で行っている申請や届出などの行政手続を、インターネットを利用して自宅や勤

務先から行えるようにするものです。e-Gov などがあります。 

2.税申告・納税サービス 

税務署に出向いて行う確定申告や納税、申請や届け出など手続きを、インターネッ

トを利用して自宅や勤務先から電子的に行えるものです。e-Tax、eLTAX などがあり

ます。 

医療 

3.健康管理 サービス

体重、血圧、歩数、活動カロリーなど健康についての各種測定データをつかって利

用者の健康状態を記録・管理したり、個人に合わせた助言や情報などを提供して健

康管理や病気予防をサポートするものです。パソコンや携帯電話・スマートフォン

を利用したサービスがあります。 

4.遠隔診療 サービス

直接、病院や診療所に行かなくても、インターネットを通じて、医師の診察や診断

を受けることができるものです。テレビ電話などを利用した診察や、診療データな

どを送付して行う診断サービスなどが挙げられます。 

教育 

5. オンライン教材 
インターネットを通じて、電子化された教材をパソコンや携帯電話・スマートフォ

ンやタブレット端末などから利用できるものです。 

6.e ラーニング 

（遠隔教育サービス）

インターネットを通じて、試験等を受けたり、国内外の教育機関（大学、予備校、

語学学校、資格学校等）の授業を受けることができるサービスです。テレビ電話な

どで教師と実際に会話等ができるものも含みます。 



 

２.２.２. 認
 
※以降の回答

各公共 IC
納税サービ

れも知らな

福祉系サー

面での課題

スの内容ま

程度となっ

 
 

認知状況 

答結果は全て

CTサービス
ビスについて

ないと答えた

ービスについ

題があること

で知ってい

ている。 

図表

て無回答を除

スの認知状況

ては、他と比

た者が、知っ

いては、その

とがうかがえ

いる割合を聴

図表 ２

表 ２.２-３ 

除く。 
況については

比べると高か

っていると答

の傾向が顕著

える。また、

聴取したとこ

.２-２ サー

認知度（内

10 

は、図表 ２
かった（72.4
答えた者を上

著である。公

サービスを

ころ、税申告

ービス名称の

内容）[対象

２.２-２及び
4％）。一方
上回ってお

公的分野での

を知ってい

告・納税サー

の認知度[対象

：各アプリの

び図表 ２.２
で、他のサ

り、認知度

の ICT利活
ると回答し

ービスは 86

象：全員] 

の名称の認知

-３のとおり
サービスにつ

度は低い。特

活用に当たっ

た者に対し

6.5％、その

 

 

知者] 

り、税申告・

ついてはいず

特に、医療・

っては、周知

して、サービ

のほかも 7割

 

・

ず

知

ビ

割



 

図表 ２.
テレビが最

ており、主

いくと、遠

分野につい

 

 注）数値は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２-４に各ア
最も高い認知

主としてこれ

遠隔診療サー

いては、テレ

は全てアンケー

アプリケーシ

知経路となっ

れら 3つのメ
ービスについ

レビに次いで

ート調査におけ

図表 ２.

ションの認知

っている。次

メディアが大

いては、とり

でウェブサイ

ける回答率（%

２-４ 認知経

11 

知経路を示す

次いで、新聞

大きな役割を

りわけテレビ

イトが高い傾

%）を表記 

経路[対象：

す。いずれの

聞・ウェブサ

を果たしてい

ビを経由した

傾向が見られ

名称・内容

のアプリケー

サイト（イン

いるといえ

た認知が高い

れる。 

容の認知者] 

ーションに

ンターネッ

る。個々に

い（70.6）。

おいても、

ト）となっ

ついてみて

また、教育

 

て

育



 

２.２.３. 利
 
 各公共 IC
で最も高い

各サービス

ではある。

階には十分

て発展させ

各公共 IC
（3 ヶ月以
ン教材が 4
ンは、その

利用状況 

CTサービス
いが、他のサ

スとも、消費

しかしなが

分に至ってい

せていく上で

CTサービス
以内）で使わ

41.8%となっ
の性質上、比

スの利用状況

サービスは全

費者によって

がら、公的分

いないことは

でも大きな課

図

スの最近の利

われているも

っている。図

比較的常時使

図表 ２

況をみると、

全て 10％未
て利用の必要

分野における

は、当該 ICT
課題である。

図表 ２.２-５

利用時期と利

ものでは、健

図表 ２.２-
使うケースが

.２-６ 最近

12 

、図表 ２.２
未満であり、

要性が低けれ

る ICTの利活
Tサービス

 

５ 利用経験

利用頻度を、

健康管理サー

７からも分

が多いと推察

近の利用時期

２-５のとおり
いずれのサ

れば、必ず

活用が認知

を消費者に

験[対象：全員

、図表 ２.２
ービスが 47
かるように

察される。

期[対象：利用

り、税申告・納

サービス利用

しも利用さ

段階でとど

とって利便

 

員] 

２-６と図表
7.1％で最も
、とりわけ

用経験者] 

納税サービ

用も低調な状

れない種類

どまっており

便性の高いサ

表 ２.２-７に
高く、次い

け医療系アプ

 

ビスが 11.2％
状況にある。

類のサービス

、利活用段

サービスとし

に示す。直近

いでオンライ

プリケーショ

 

％

。

ス

段

し

近

イ

ョ



 

２.２.４. 利
 
公的サー

サービスに

ると、公的

いては、携

２-９のとお
い傾向が見

ケーション

スの訴求が

     

利用実態 

ービスの利用

について、パ

的サービスの

携帯電話やス

おり、e ラー
見られる。一

ンの利用も現

が期待される

注）数値は全

図表 ２.２-

図表 

用者に対し、

パソコンによ

の利用がパソ

スマートフォ

ーニングを除

一方、移動体

現実的なもの

る。 

全てアンケート

８ 各 ICT

２.２-７ 利

利用機器に

よるものが殆

ソコン中心に

ォン等の利用

除き「自宅」

体端末やネッ

のとなってき

ト調査における

アプリケー

13 

利用頻度[対

について聞い

殆どとなって

になっている

用が比較的多

」と回答し

ットワークの

きており、よ

る回答率（%）

ーションを利

対象：利用経

いたところ、

ている。イ

るといえる。

多い。また

た者が最も

の高度化に伴

より消費者

を表記 

用している機

経験者] 

、図表 ２.２
ンターネッ

。ただし、

、利用場所

多く、通常

伴い、外出

にとって利

機器[対象：

 

２-８のとお
トの利用実

健康管理サ

所については

常は自宅から

出先等での高

利便性の高い

利用経験者

おり、大半の

実態と対比す

サービスにつ

は、図表 ２
らの利用が多

高度なアプリ

い公的サービ

 

者] 

 

の

す

つ

.
多

リ

ビ



 

   注）

 各アプリ

都合に合っ

ついては「

は「自分に

して見られ

    注）

図

）数値は全て

図表 ２.２-

ケーション

た時間に利

「サービスの

に合った内容

れる。 

）数値は全て

図表 ２.２-１

アンケート調

９ 各 ICT

ンを利用して

利用するため

の利用に係る

容のサービス

アンケート調

１０ 各 ICT

査における回

アプリケー

ている目的と

め」となって

る手間を省く

スを自由に選

査における回

Tアプリケー

14 

答率（%）を表

ーションを利

としては、図

ている。アプ

くため」とい

選ぶため」と

答率（%）を表

ーションを利

表記 

用している場

図表 ２.２-
プリケーショ

いった効率化

といった便益

表記 

利用している

場所[対象：

１０のとお

ョン別にみる

化、医療・教

益の観点の

る目的[対象

利用経験者

り、主として

ると、行政

教育サービ

目的が次に

：利用経験者

 

者] 

て、「自分の

サービスに

スについて

高い傾向と

 

者] 

 

の



 

２.２.５. 満
 
利用者に

（「満足とや

傾向が見ら

る。その他

て 75%以上
ービスと遠

度が高い傾

  
 
 
 

満足度等の評

に対して、満

やや満足」の

られる。全般

他、生活への

上が「非常に

遠隔診療サー

傾向が見られ

評価 

満足度を聞い

の合計と最も

般に低調な利

の貢献度に関

に役に立って

ービスについ

れる。 

図表 ２

図表 ２.２

いたところ、

も高く、また

利用率にもか

関する認識と

ている」また

いては 50%以

２.２-１１ 利

-１２ 生活

15 

図表 ２.２
たサービス全

かかわらず、

としては、図

たは「役に

以上が「非

利用満足度

活における貢

 

２-１１のとお
全般にわた

、利用者につ

図表 ２.２-
立っている

常に役に立

[対象：利用

貢献[対象：利

おり、電子

って多くの

ついては満

１２のとお

」と回答し

っている」

経験者] 

利用経験者] 

申請サービ

の利用者が満

満足度が高い

おり、全サー

している。特

と回答して

 

 

スが 91.3％
満足している

いことがわか

ービスについ

特に、行政サ

ており、満足

 

％

る

か

い

サ

足



 

各アプリ

つでも手続

行政サービ

は、「自分に

る。 

、

 注）数値

 
 他方、現

ころ、図表

い。次いで

国の場合、

が、こうし

 
 

ケーション

続きができる

ビスについて

に合ったサー

値は全てアンケ

図

現在公共 ICT
表 ２.２-１４
で「インター

従来の非 IC
した ICTを利

ンの利用にお

る」「待ち時間

ては、これら

ービスだけを

ケート調査にお

図表 ２.２-１

Tアプリケー
４のとおり、

ーネットで提

CT環境にお
利用したサー

おけるメリッ

間、往復時間

らの認識が高

を選んで受

おける回答率

１３ 利用に

ーションを利

「従来のや

提供されてい

おいて十分な

ービスの利便

16 

ットとしては

間などがな

高い。他方、

けられる」

（%）を表記

におけるメリ

利用してい

り方で満足

いることを知

な品質が担保

便性の訴求や

は、図表 ２
くなる」と

健康管理サ

というサー

リット[対象

ない人に対

している、

知らないか

保されてい

や、周知や

.２-１３の
認識されて

サービスや教

ビスの利便

：利用経験者

して、利用

困っていな

ら」が高い

ることも背

啓蒙等の不

とおり、主

ている傾向が

教育サービ

便性が高く評

者] 

用しない理由

ないから」が

傾向が見ら

背景にあると

不足は課題で

主として「い

が高い。特に

スにおいて

評価されてい

 

由を聞いたと

が圧倒的に高

られる。我が

と考えられる

である。 

 

い

に

い

と

高

が

る



 

    注）

２.２.６. 今
 
全回答者

り、サービ

占めており

利用意向

とおり、「い

と類似して

）数値は全て

図表 ２.２

今後の利用意

者に対して、

ビスの認知が

、前述した

図表 

向者に対して

いつでも手続

て高い。 

アンケート調

-１４ 各 I

意向 

各サービス

が低いことも

た利用者の満

２.２-１５ 

て、期待する

続きができ

査における回

ICTアプリケ

スの今後の利

も影響して、

満足度との間

各 ICTア

る利用の効果

る」「待ち時

17 

答率（%）を表

ケーションの

利用意向につ

「利用した

間にギャップ

アプリケーシ

果やメリット

時間、往復時

表記 

の非利用理由

ついて聞いた

いと思わな

プが見られる

ョンの利用意

トについて聞

時間を節約で

由[対象：非利

たところ、図

い」との回

る。 

意向[対象：

聞いたところ

できる」が、

利用経験者] 

図表 ２.２-
回答がいずれ

 

全員] 

ろ、図表 ２
、実際の利

 

１５のとお

れも過半数を

２.２-１６の
用者の評価

 

お

を

の

価



 

 注）

２.２.７. 評
 
図表 ２.

度、利用意

他と比べて

策的にも取

）数値は全て

図

評価のまとめ

２-１７に、
意向率、利用

て高い傾向で

取組むべき課

アンケート調

表 ２.２-１

め  

これまで整

用経験率）を

である一方、

課題として挙

図表 ２.２-

査における回

６ 期待す

整理した結果

を整理した。

今後さらに

挙げられる。

-１７ 各 IC

18 

答率（%）を表

る利用の効果

果に基づき、

行政分野に

に重要性を増

 

CTアプリケ

表記 

果やメリッ

各 ICTア
については、

増す医療分野

ケーションの

ト[対象：全員

プリケーシ

、必要性が

野に係る公的

の評価まとめ

全員] 

ションの評価

高いことか

的 ICTにつ

 

め 

 

価（利用満足

からも評価が

ついては、政

 

足

が

政



 

２.３ ICT基
 
本節で

ICT 基盤
３-１）。 

２.３.１. 評
 
本調査分

けを計測す

たり、情報

 本調査に

要度（視聴

活への貢献

としての重

基盤・サー

では、現状の

盤・サービス

評価・分析の

分析では、情

する観点から

報の媒介を通

における社会

聴者便益、社

献度）、⑤話題

重要度」「楽し

ビスの高度

の情報メディ

スの現状や構

図表 ２

の枠組み 

情報メディア

ら調査を行っ

通じて、社会

会的影響力の

社会における

題性（情報の

しみとしての

化に伴うメ

ィアの社会的

構造変化に

.３-１ メデ

アの社会的影

っている。な

会や国民の知

の評価は、評

る位置づけ）

の拡散力）

の重要度」

図表 ２

19 

ディアへの

的影響度を評

よるメディ

ディアを取り

影響力につい

なお、ここで

知識や行動に

評価指標とし

、③信頼度

の 5 項目を
の 2軸によ

２.３-２ 評

の意識等の変

評価すると

ア認識への

り巻く ICT環

いて、特にイ

では情報メデ

に与えうる影

して、①利用

度（情報の品

を用いている

り構成して

評価指標 

変化に関する

ともに、主

の影響につい

環境変化 

インターネ

ディアの社

影響の度合い

用率（接触機

品質、情報の

る。なお、②

ている（図表

る調査 

主要メディア

いて分析する

ットメディ

社会的影響力

いと定義し

機会、接触時

の量）、④役

②の重要度は

表 ２.３-２）

 

アを取り巻く

る（図表 ２

アの位置付

力を、さしあ

ている。 
時間）、②重

役立ち度（生

は、「情報源

。 

 

く

.

付

あ

重

生

源



 

本調査に

いて利用率

年間の変化

たのは、イ

ンケート回

る。各設問

また、各

得た（単一

「分析アプ

 

 
情報メディ

報道/文字サ

報道/映像サ
その他一般

インターネ

ソーシャル

行政機関・

その他一般

 
 
 

における分析

率及び上記評

化（3段階評
ンターネッ

回答者がメデ

問の記述内容

各評価指標の

一回答）。以下

プローチ 2」

ア 
サイト 

サイト 
般映像サイト

ネットラジオ

ルメディア 
企業サイト

般サイト 

析の枠組は、

評価指標の現

評価）につい

ットの利活用

ディアに対す

容は、参考資

の現在評価及

下、複数回答

と標記する

説明 
報道機

イト

報道機

ト 動画配

オ インタ

ミクシ

ト 行政機

掲示板

図

 

下表のとお

現在評価（5
いて回答を得

用の一つの起

する認知の変

資料を参照さ

及び過去 3 年
答に基づく

。 

機関が提供す

（Yahoo!など
機関が提供す

配信・動画共

ターネットを

シィ、グリー

機関や企業が

板・ブログ含

図表 ２.３-

20 

おりであり、

5 段階評価、
得た（複数回

起点となった

変化を回答し

されたい。

年間の変化

分析を「分

する文字を中

ど）を含む）

する映像･動

共有サービス

を介して提供

ー、Faceboo
が提供する情

含む 

３ 評価・分

メディアを

ただし話題

回答）。なお

たとも言え

しやすいスパ

について、

分析アプロー

中心とした情

） 
動画を中心と

ス（YouTub
供されるラジ

ok、ツイッ
情報サイト

分析の枠組み

を 10種類に
題性のみ 2
、ここで「

るスマート

パンを考慮

最も高いメ

ーチ 1」、単

情報サイト

とした情報サ

be・ニコニ
ジオ 
ター等 

み 

に分類し、そ

段階評価）

「過去 3年間
フォンの登

慮して設定し

ディアを選

単一回答に基

（ポータル

サイト 
コ動画等）

それぞれにつ

及び過去 3
間」と定義し

登場期と、ア

したものであ

選択・回答を

基づく分析を

ルニュースサ

など 

 

つ

3
し

ア

あ

を

を

 

サ



 

２.３.２. 各
 
各メディ

２.３-４のと
42分、「スマ
マートフォ

を使う」の

 過去 3 年
フォンでイ

注）利用時間はア

－0～1時間:

  －「1日平均

注）無回答は「変

２.３.３. 情
 
（１）

国内ニュ

るものすべ

た上で集計

に高い。と

インター

アとして最

 

各メディアの

アを利用し

とおり、「テ

マートフォ

ンでインタ

の利用時間の

年間の変化に

ンターネッ

アンケート結果（記

30分, 1～2時間:9

均」＝（「平日の利

変わらない」に集計

図

情報の種類別

 情報種類別

ース、海外

べてについて

計した結果が

りわけ、報

ーネット関係

最も高く、「グ

の利用時間 

している回答

テレビを見る

ンでインタ

ターネットを

の格差は約 2
については、

ットを使うと

記述方式）に基づ

90分,…等とアンケ

用時間」×５＋

計 

図表 ２.３-４

別の入手メデ

別の入手メデ

外ニュースな

て回答を得た

が図表 ２.３
報道や天気予

係の情報源に

グルメ情報」

答者について

る」の 3時間
ーネットを

を使う」と、

2倍となって
インターネ

との回答者で

き、平日と休日に

ケートの選択肢が

「土休日の利用時間

４ 各メディ

ディア 

ディア 

など情報の種

た。回答につ

-５である。
予報に係る情

については、

「娯楽・エ

21 

て、それぞれ

間 32分、「パ
を使う」が 1
「携帯電話

ている。 
ネット利用

では、55％が
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しては突出

ピング・商

もテレビと

の平均値をみ
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おり、とりわ
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得ているか
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商品情報」が

利用率の差

みると、図表

」の 1時間
。なお、「ス

ンターネット
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いて一元化し

用率が全体的

が入手メディ

差は小さい。

 

表 
間

ス
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し
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 ※インターネットについては 7つの項目(図表 ２.３-６の凡例参照)のいずれかを選んだ場合の割合 

図表 ２.３-５  情報種類別の入手メディア 

インターネットの利用状況の内訳をみると、特に報道／文字情報サイトの利用率が全般的に高い

傾向を示している。「観光情報」「ショッピング・商品情報」「健康・医療関連情報」については、そ

の他一般サイト（ブログ・掲示板含む。）や行政機関・企業サイトの利用率が高い。「娯楽・エンタ

メ情報」においては、その他一般映像サイトやソーシャルメディアの利用が高まっている状況とな

っている。 

 

図表 ２.３-６  情報種類別の入手メディア（インターネットのみ） 
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図表 ２.３-７は、前頁までを数表に整理したものである。報道・天気予報以外においては、一般
サイトや行政・企業サイトの位置付けが高くなっている。情報の種類それぞれについて、利用率が

20%以上のメディアを抽出すると、特にショッピング・商品情報、娯楽・エンタメ情報については、
インターネットの存在が大きく、情報の種類に応じて、メディア利用が多様化している傾向が見ら

れる。 
 

 

図表 ２.３-７ 入手メディア一覧 
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「最も利用する」情報メディアの回答率を整理したのが、図表 ２.３-８である。とりわけ、イン
ターネットは、「ショッピング・商品情報」、「旅行・観光情報」、「娯楽・エンタメ情報」など生活関

連情報において利用率が高い傾向が見られ、特に「ショッピング・商品情報」においては、全体の

50%以上を占める。 
 

 

図表 ２.３-８  最も利用するメディア（情報種類別） 
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２.３.４. 各メディアの評価 
 
本項では、２.３.１に示した分析枠組みに基づき、各情報メディアの社会的影響力について分析を

行う。 
 
（１） 各メディアの評価（複数回答に基づく分析） 

分析アプローチ 1の結果に基づき、評価指標ごとに偏差値化したものが図表 ２.３-９である。各
メディアの評価の相対的な関係に着目すると、傾向としては「情報源としての重視度」と「役立ち

度」は比較的類似する関係にある。「楽しみとしての重視度」と「話題」も比較的類似している。 
 また、「信頼度」については、情報発信の主体（報道機関か否か）によって、二極化する傾向にあ

る。

 

図表 ２.３-９  評価指標別のメディア評価 

 
（２） 各メディアの現在の評価（単一回答に基づく分析） 

分析アプローチ 2 の結果に基づき、各評価指標で最も高いメディアとしての回答の比率を示した
のが図表 ２.３-１０である。いずれの評価指標においても、「テレビ」への評価が突出している。ま
た、「信頼度」については、「新聞・雑誌」の評価がテレビに次いで非常に高い。 
 インターネットは、「楽しみとしての重視度」、「役立ち度」において、他の指標と比べ評価が高い。

その内訳をみると、前者は「その他一般の映像サイト」、後者は「報道／文字サイト」が比較的高い

結果となっている。 
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分析アプローチ１の結果に基づく
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図表 ２.３-１０  最も評価が高いメディア（評価指標別） 

 

この結果を、回答者の年代別、居住地域規模別の軸でセグメント化した結果が図表 ２.３-１１で
ある。年代別の結果をみると、「情報源としての重視度」については、テレビの評価が全般的に高い

中で、10～20代はインターネット、50代～60代は新聞・雑誌の評価が高い。また、「楽しみとして
の重視度」については、10～20代のインターネット、特に「その他一般の映像サイト」と「ソーシ
ャルメディア」の評価が他年代と比較して非常に高い。このように、10～20代については、インタ
ーネット系メディアへの評価の高い傾向が見られる。 
 他方、居住地域規模別の結果をみると、「情報源としての重視度」については、町村居住者のラジ

オへの評価がやや高い傾向にあり、「楽しみとしての重視度」については、町村居住者の報道／文字

サイトへの評価がやや低い点が挙げられるものの、年代別ほどの違いは生じていない。本調査結果

からは、地域規模の違いとメディアの評価は、特筆すべき強い関係性は見られないと言える。 
「信頼度」は、重視度と比べて年代の差は大きくないが、若年層ほどインターネットへの信頼度

が高まる傾向にあり、50～60代はラジオ、新聞・雑誌の信頼度が高い傾向にある。また、「役立ち
度」も、「信頼度」と同様に若年層ほどインターネットへの評価が高い。居住地域規模別では、「信

頼度」、「役立ち度」いずれも、都市から町村へ、テレビの評価がより高まる傾向にある。「話題性」

については、各年代とも、「楽しみとしての重視度」と傾向が類似している。居住地域規模別では、

インターネット全体としての評価は、居住地域の違いには依存していないことが見て取れる。 
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図表 ２.３-１１  最も評価が高いメディア（評価指標別・セグメント別） 
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（１） 経年で最も評価が上がったメディア（単一回答に基づく分析） 

各メディアの評価の過去 3年間の変化について、分析アプローチ 2の結果に基づき、評価指標ご
とに最も評価が上がったメディアとしての回答率を示したのが図表 ２.３-１２である。各評価指標
とも、インターネット関係以外のメディア（テレビ、ラジオ、新聞・雑誌）が半数を占めている。

インターネットで最も変化が上がった評価指標は「役立ち度」であり、内訳としては、いずれの評

価指標においても、「報道／文字サイト」の比率が最も高い。 
 

 

図表 ２.３-１２  経年で最も評価が上がったメディア（評価指標別） 

この結果を、回答者の年代別、居住地域規模別の軸でセグメント化した結果が図表 ２.３-１３ で
ある。「重視度（情報源、楽しみ）」については、10～20代の半数以上がインターネット関係を最も
評価が上がったメディアと回答している。とりわけ、ソーシャルメディアの占める割合が高い。他

方、居住地域規模別については、地域規模による差は限定的であり、インターネットの位置付けの

変化は居住地域規模には依存していないものと考えられる。「信頼度」については、10～40 代の約
40％が、インターネット関係を最も評価が上がったメディアとする一方で、50～60 代は約 20％に
とどまっている。居住地域規模別では、町村居住者のインターネットの位置付けがやや高い傾向に

ある。なお、「役立ち度」の変化におけるインターネットの位置付けは、「楽しみとしての重視度」

と近い傾向にある。「話題性」についても、10～20 代の半数以上（61％）がインターネット関係を
最も評価が上がったメディアと回答している。とりわけソーシャルメディアの占める割合が高い。

なお、居住地域規模別については、大きな特徴の違いはみられない。 
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図表 ２.３-１３  経年で最も評価が上がったメディア（評価指標別・セグメント別） 
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２.３.５. 各メディアの重要度等に関する比較（複数回答に基づく分析） 
 
（１） 主要媒体の情報発信源による違い 

 本項では、分析アプローチ 1 の結果に基づき、各メディアの利用者のうち各評価指標に対してプ
ラス評価している回答者の比率をレーダーチャートとして表現し、情報発信源による違い及び媒体

形式・伝送手段による認識の違いを分析する2。 
 まず、情報発信源による違いをみるため、映像系メディアとして「テレビ」と「その他の一般映

像サイト」、文書系メディアとして「新聞・雑誌」と「ソーシャルメディア」を取り上げ、比較した

ものが図表 ２.３-１４である。「その他の一般映像サイト」は「動画配信・動画共有サービス
（YouTube・ニコニコ動画等）」を、「ソーシャルメディア」は「ミクシィ、グリー、Facebook、Twitter
等」を想定している（アンケート調査票にて回答者に対して例示した）。 
 結果をみると、映像系、文書系いずれも、「楽しみ（としての重視度）」、「話題性」については、

各メディアの評価の差が縮小している傾向が見られる。また、テレビ・新聞・雑誌、その他一般映

像サイト・ソーシャルメディアの評価は、それぞれ類似している傾向にある。 

 
図表 ２.３-１４  各メディアの評価（プラス評価をしている比率、以下同様） 

 これをさらに年代別にみると、図表 ２.３-１５のとおり、映像系、文書系いずれも、これまでの
分析と同様、10～20代は全般的に評価の格差が縮小する傾向にある。特に、文書系メディアについ
ては、10～20 代は、「楽しみとしての重視度」、「話題性」の項目でソーシャルメディアが新聞・雑
誌の評価を上回っている点が特徴的である。 

                                                 
2 具体的には各評価指標に対する多段階評価のうち、プラス評価（5段階評価の場合は、上位 2段階、
2段階評価の場合は上位の評価）の回答者比率の合計を集計した上で、メディア間の比較を行った。 

※ その他の一般、映像サイトについてYoutubeを例示、ソーシャルメディアについてFacebook、ﾂｲｯﾀｰ等を例示しているため、本項では
それぞれさしあたり「Youtube等」、「Facebook等」と記載する。

対象：全員

95 

91 

93 
90 

67 

77 

66 

62 
70 

65 

90 

76 

86 
85 

73 
40 

63 

71 

47 

19 

50 

60 

73 

53 

20 
0

20

40

60

80

100
情報源

楽しみ

話題性役立ち度

信頼度

テレビ

ラジオ

新聞・雑誌

Youtube等

Facebook等

分析アプローチ１の結果に基づく



 

（２）

図表 ２.
ディアとし

ィアの方が

れる。また

れ類似して

映像系メ

の格差が縮

く傾向があ

シャルメデ

る。一方で

役立

信頼度

テレビ

ラジオ

新聞・雑誌

Youtube等
Facebook等

分析アプロー

 映像・文字

３-１６から
して「新聞・

が、明らかに

た、テレビ・

ている傾向に

利用率= 

ディアにつ

縮小する傾向

ある。文字系

ディアが新聞

で、前頁の映

92 

85 

64 

66

56 

62 

81 

78 

69 
46

59 

21 

58

67 

23 
0

20

40

60

80

100
情報源

立ち度

誌

等

等

ーチ１の結果に基づく

10代～2

図表 ２

字系メディア

ら、映像系メ

雑誌」と

に評価が高い

新聞・雑誌

にある。 

テレビ:99.4%／そ

図表 ２.３

ついて、年代

向にある。特

系メディアに

聞／雑誌の評

映像系メディ

89 

90 

6 

57 

47 

62 

74 

 

77 

78 

8 

77 

86 

源

楽

話題性

20代

２.３-１５ 

アの情報発

メディアとし

「ソーシャル

いが、「楽し

誌、その他一

その他一般映像サ

-１６  各

代別でみると

特に、楽しみ

について、1
評価を上回っ

ィアの結果と

楽しみ
67 77 

役立ち度

信頼度

テレビ

ラジオ

新聞・雑誌

Youtube等
Facebook等

31 

各メディア

信源による

して「テレビ

ルメディア」

しみ」「話題性

一般映像サイ

サイト:50.5%、新聞

各メディアの

と、図表 ２
み・話題性は

10～20 代は
っており、前

と比べると、

97 

93 

80 

62
72 

67 

92 

88 

38 

39 

16 

46 

5

67
45 

20 
0

20

40

60

80

100
情報源

30代～40代

アの評価（年

違い 

ビ」と「その

」を抽出し

性」の評価

イト・ソー

聞・雑誌:81.4%／

の評価（情報

.３-１７のと
は評価が近似

は、「楽しみ

前頁の映像系

年代の違い

92 

95 

68 

2 

79 

88 

61 

70 

51 

7 

楽しみ

話題性

信

年代別） 

の他の一般映

て比較する

については

シャルメデ

ソーシャルメディ

報発信源別） 

とおり、10～
似しており

と」及び「

系メディア

いで、評価の

90 

68 

74

65 

87 

72 

2

役立ち度

信頼度

テレビ

ラジオ

新聞・雑誌

Youtube等
Facebook等

映像サイト」

と、いずれ

は差が小さい

ディアの体系

ア:26.8% 

 

～20代は全
、他年代も

「話題性」の

よりも傾向

の差が顕著

95 

78 

68 

67 4 

94 

91 

34 

48 

62 
42 

23 

35 

32 

47 
28 

13 
0

20

40

60

80

100
情報源

話

対象：全員

50代～60代

」、文書系メ

れも従来メデ

い傾向が見ら

系は、それぞ

 

全般的に評価

もこれに近づ

の項目でソー

向が顕著であ

である。 

91 

93 

 
80  楽しみ

話題性

 

メ

デ

ら

ぞ

価

づ

ー

あ



 

 
（３）

次に、報

手段（従来型

を比較し、年

テレビの評

る差が若干

利用率(10代～2

利用率(30代～4

利用率(50代～6

図

 媒体形式及

報道関係を情

型ないしイ

年代別比較

評価が報道／

干縮小してい

20代)= テレビ:95

40代)= テレビ:97

60代)= テレビ:98

図表 ２.３-１

及び伝送手段

情報発信源と

ンターネッ

も含めレー

／映像サイト

いるものの、

5.4%／その他一般

7.8%／その他一般

8.4%／その他一般

７  各メ

段による違

とするメディ

ト）につい

ダーチャー

トの評価を大

大きな傾向

32 

般映像サイト:69.7%

般映像サイト:54.1%

般映像サイト:33.3%

ディアの評

い：映像媒

ィアに関し、

いて、映像媒

ート化したの

大きく上回っ

向の違いはな

%、新聞・雑誌:66

%、新聞・雑誌:79

%、新聞・雑誌:93

評価（情報発信

媒体 

、媒体形式

体として、

のが図表 ２.
っており、年

ない。  

6.9%／ソーシャル

9.2%／ソーシャル

3.8%／ソーシャル

信源/年代別

（映像系な

「テレビ」と

３-１８であ
年代別比較で

ルメディア:51.4% 

ルメディア:25.3% 

ルメディア:10.7% 

別） 

いし文書系

と「報道／映

ある。映像メ

でも、10～2

系）及び伝送

映像サイト」

ディアは、

20代におけ

 

 

送

け



 

 
（４）

前項と同

ーネット経

れている。

インターネ

 

図表

 媒体形式及

同様に、音声

経由の利用率

年代別でみ

ネットラジオ

 
利

利用率(1

利用率(3

利用率(5

表 ２.３-１８

及び伝送手段

声媒体につい

率が依然低い

みると、10代
オについては

利用率= テレビ:9

10代～20代)= テ

30代～40代)= テ

50代～60代)= テ

８  各メデ

段による違

いてみると、

いことからな

代～20代に
は、利用率が
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7.4%／その他一般

テレビ:95.4%／その

テレビ:97.8%／その

テレビ:98.4%／その

ディアの評価

い：音声媒

図表 ２.３
など、前述の

については、

が高くないか

般映像サイト:40.7

の他一般映像サイ

の他一般映像サイ

の他一般映像サイ

価（映像媒体

媒体 

３-１９のと
のテレビ以上

従来型ラジ

からか、評価

 
%

ト:42.1% 

ト:45.3% 

ト:35.4% 

体の伝送手段別

おり、ラジ

上に伝送手

ジオの評価が

価に年代別の

別） 

ジオにおいて

手段の違いが

が全体的に低

の差は見ら

 

ては、インタ

が評価差に表

低い。一方、

れない。 

 

タ

表

、
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利用率= ラジオ:44.0%／インターネットラジオ:10.0% 

 
利用率(10代～20代)= ラジオ:26.2%／インターネットラジオ:11.5% 
利用率(30代～40代)= ラジオ:44.2%／インターネットラジオ:11.1% 
利用率(50代～60代)= ラジオ:58.4%／インターネットラジオ:8.0% 

図表 ２.３-１９  各メディアの評価（音声媒体の伝送手段別） 

（５） 媒体形式及び伝送手段による違い：文字媒体 

文字媒体においては、図表 ２.３-２０のとおり、前述の映像系や音声系と異なり、伝送手段の評
価の差は極めて小さい。年代別でみると、10代～20代においては、「信頼度」以外は従来型とイン
ターネットで評価の水準がほぼ一致している。他の年代でも両者の評価は近似しており、差は限定

的である。 

【ラジオ／インターネットラジオ】
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いては、と
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 「信頼度

サイトの関

図表

各評価指標の

アの利用率

２.３-２１で
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ジオ、新聞・

りわけテレ

、今後も推

度」について
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利

利用率(1

利用率(3
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表 ２.３-２

の評価と変化

率、各評価指

である。本グ
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ある。従って

ての重視度」

雑誌）に近

レビの評価が

推移が注目さ

ては、各メデ

えれば、報道

利用率= 新聞・雑
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」については
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される。 
ディアの位置

道機関をはじ
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雑誌:81.4%／報道・

新聞・雑誌:66.9%／

新聞・雑誌:79.2%／

新聞・雑誌:93.8%／

ディアの評価

評価と過去

各評価指標に

回答率の差

ィアの位置付

は、報道／
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じめ情報発信
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% 
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ト:75.2% 
ト:52.3% 

の伝送手段別

化について

評価（5 段階
値へ換算し、

的に比較する

の評価の水

る。「楽しみ

「その他一

いるが、新

種のメディ

別） 

て総合的にグ

階評価）及

それぞれ横

ることがで

水準が四大メ

みとしての重

一般映像サイ

新聞・雑誌と

アは、伝送

グラフ化した

び過去 3 年
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きる。 
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重視度」につ

ト」の変化
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テ
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び過去 3年
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また、「役

移が注目され

ディア」「その

ため、今後両

立ち度」は
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両者の評価が

、報道／文

像サイト」
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文字サイトが

がテレビ、
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及

誌



 

 

図表 ２.３-２１  各

 

メディアの評
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評価指標総合合比較（各評評価指標と変変化の関係）

 

 

 



 

２.３.７. メ
 
メディア

全体的に「

タス性」を
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図

メディアの重

アに対する国

「情報・情報

を重視、50～
事実性」が高

図表 ２.３-２

重視点 
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２２  情報

点については
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は、図表 ２
性」を重視す

映像」「国際

」となって
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する傾向が高
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ている。 
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図表 ２.３-２３は、メディアの重視項目と（情報源としての）重視度の関係を表している（いず
れも最も高いもの）。「映像」重視派は、映像がメインであるテレビを高く、インターネットメディ

アを低く評価する傾向が見られる。一方、「品質」重視派は、インターネットメディアを含め多様な

メディアを評価しており、自身の品質ニーズにあったメディアを見極めている傾向が窺える。 
 

 

図表 ２.３-２３ 情報メディアで最も重視する項目別の                
（情報源としての）重視度が最も高いメディア 
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２.３.８. （参考）図表の数値 

 
 

テレビ ラジオ 新聞・雑誌
報道/文字サ
イト

報道/映像サ
イト

その他一般
映像サイト

インターネット
ラジオ

ソーシャルメ
ディア

行政機関・企
業のサイト

その他一般
サイト

国内ニュース 75.0 2.4 9.1 10.0 0.5 0.7 0.0 1.5 0.0 1.0
海外ニュース 68.1 2.0 10.6 14.3 1.1 0.9 0.1 1.5 0.1 1.5
地域ニュース 61.6 3.1 23.4 7.5 0.4 0.2 0.1 1.5 1.0 1.1
天気予報 74.6 2.1 4.6 13.6 1.2 0.9 0.1 0.5 1.1 1.2
観光情報 27.8 0.5 26.6 21.6 1.5 1.9 0.0 1.3 7.2 11.7
ショッピング、商品情報 24.9 0.9 21.8 23.5 1.8 1.6 0.1 2.0 9.3 14.2
健康、医療関連情報 43.2 1.0 19.1 16.3 0.8 1.0 0.3 1.4 7.5 9.5
テレビ番組情報 55.5 0.5 35.1 4.2 0.5 0.6 0.2 0.7 0.5 2.0
グルメ情報 43.2 0.3 17.1 17.6 1.3 1.3 0.3 2.0 3.3 13.6
娯楽・エンタメ情報 48.1 2.0 9.9 15.8 1.4 5.9 0.1 4.0 2.2 10.6

情報源 68.0 54.0 63.0 56.0 45.0 39.0 37.0 42.0 51.0 44.0
楽しみ 72.0 51.0 58.0 52.0 43.0 52.0 34.0 51.0 38.0 50.0
信頼度 60.0 60.0 64.0 53.0 50.0 37.0 47.0 36.0 57.0 37.0
役立ち度 67.0 53.0 64.0 57.0 45.0 42.0 33.0 44.0 50.0 44.0
話題 66.0 46.0 62.0 56.0 46.0 52.0 30.0 53.0 40.0 50.0
利用度 97.8 52.6 84.2 70.6 49.8 58.1 23.9 38.0 51.5 59.3

情報源 69.6 3.6 12.6 7.6 0.4 0.7 0.1 1.6 1.4 2.6
楽しみ 65.1 4.3 7.1 6.2 0.6 5.0 0.1 4.3 0.3 7.1
信頼度 49.6 6.1 30.1 5.5 0.5 0.8 0.1 1.4 3.9 2.2
役立ち度 55.2 5.1 15.5 13.0 0.3 1.0 0.1 2.5 1.7 5.3
話題 73.1 2.1 5.8 6.8 0.8 2.4 0.1 4.0 0.2 4.7

全体 69.6 3.5 12.5 7.5 0.4 0.6 0.1 1.6 1.4 2.6
１０～２０代 65.5 2.9 7.5 10.7 0.5 1.3 0.3 4.7 2.6 3.9
３０～４０代 72.0 2.4 9.4 9.4 0.7 0.4 0.0 0.6 1.3 3.7
５０～６０代 70.3 5.1 19.1 3.5 0.0 0.4 0.0 0.4 0.7 0.6
政令指定都市/県庁所在地 70.1 4.2 12.6 7.5 0.1 0.8 0.1 1.1 1.3 2.1
その他の市 69.9 2.6 12.5 7.2 0.7 0.6 0.0 2.0 1.8 2.8
町村 65.2 7.6 12.0 9.8 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 4.4

全体 65.1 4.3 7.1 6.3 0.6 5.0 0.1 4.3 0.4 7.1
１０～２０代 48.2 2.6 4.5 6.1 0.8 13.3 0.3 13.0 0.3 11.1
３０～４０代 69.0 2.1 6.3 8.9 0.8 2.9 0.0 1.9 0.8 7.3
５０～６０代 73.0 7.5 9.6 3.9 0.2 1.3 0.0 0.4 0.0 4.2
政令指定都市/県庁所在地 64.1 5.0 6.1 6.2 0.7 5.4 0.1 4.7 0.1 7.6
その他の市 65.4 3.4 7.8 6.8 0.6 4.6 0.0 3.8 0.6 7.1
町村 67.0 7.4 8.5 2.1 0.0 5.3 0.0 4.3 0.0 5.3

全体 49.6 6.1 30.0 5.5 0.5 0.9 0.1 1.4 3.9 2.2
１０～２０代 52.8 2.5 24.5 6.6 0.0 1.9 0.3 3.5 3.6 4.4
３０～４０代 50.1 4.7 28.3 7.1 0.4 0.8 0.0 1.0 5.1 2.5
５０～６０代 46.9 9.9 35.6 3.1 0.8 0.2 0.0 0.2 2.9 0.4
政令指定都市/県庁所在地 46.3 6.8 31.7 6.7 0.7 1.1 0.1 1.2 3.1 2.2
その他の市 51.7 5.1 29.2 4.6 0.2 0.7 0.0 1.5 4.9 2.1
町村 55.1 7.9 25.9 4.5 0.0 1.1 0.0 1.1 1.1 3.3

全体 55.2 5.1 15.4 13.0 0.3 1.1 0.1 2.6 1.8 5.3
１０～２０代 51.6 3.3 11.5 14.7 0.3 3.0 0.6 6.8 1.7 6.5
３０～４０代 56.9 3.3 12.3 16.7 0.2 0.6 0.0 1.5 2.1 6.3
５０～６０代 56.1 8.0 21.4 8.2 0.6 0.2 0.0 0.6 1.5 3.4
政令指定都市/県庁所在地 52.4 5.4 16.5 15.0 0.3 1.0 0.3 2.7 1.2 5.1
その他の市 56.9 4.7 14.5 11.8 0.5 1.2 0.0 2.6 2.3 5.5
町村 59.2 5.4 16.2 10.7 0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 5.4

全体 73.0 2.1 5.8 6.8 0.8 2.4 0.1 4.0 0.3 4.7
１０～２０代 62.5 0.9 3.6 5.3 0.6 5.8 0.3 12.1 0.3 8.8
３０～４０代 74.9 1.6 5.5 9.6 0.8 1.4 0.0 2.2 0.2 3.9
５０～６０代 78.7 3.5 7.6 5.1 1.0 1.0 0.0 0.2 0.4 2.5
政令指定都市/県庁所在地 72.7 2.7 4.9 6.4 0.7 2.3 0.1 4.5 0.5 5.2
その他の市 73.2 1.9 6.4 7.5 0.8 2.1 0.0 3.7 0.1 4.3
町村 74.7 0.0 6.9 4.6 1.1 4.6 0.0 3.4 0.0 4.6

（情報源としての）重視度

信頼度

役立ち度

話題性

図表 ２.３ ８　　最も利用するメディア（情報種類別）

図表 ２.３ ９　　評価指標別のメディア評価

図表 ２.３ １０　　最も評価が高いメディア（評価指標別）

図表 ２.３ １１　　最も評価が高いメディア（評価指標別・セグメント別）

（楽しみとしての）重視度
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情報源 39.0 4.0 11.4 21.1 1.5 3.9 0.5 6.7 2.4 9.8
楽しみ 38.0 5.2 9.4 13.6 1.7 9.6 0.5 8.4 1.2 12.5
信頼度 42.1 3.8 19.8 15.6 0.8 2.4 0.3 4.2 4.2 6.4
役立ち度 36.6 3.6 13.4 20.8 1.5 3.2 0.5 6.1 3.7 10.6
話題 41.9 2.7 9.6 15.8 1.3 7.3 0.3 8.3 1.7 11.0

全体 39.1 3.9 11.3 21.0 1.4 3.9 0.4 6.6 2.4 9.8
１０～２０代 32.2 1.7 9.1 19.9 1.7 5.4 1.1 15.1 2.0 11.7
３０～４０代 36.6 3.6 9.2 26.6 1.6 4.0 0.2 5.2 2.0 11.0
５０～６０代 46.6 5.9 15.2 16.2 1.0 2.7 0.2 2.0 3.1 7.2
政令指定都市/県庁所在地 37.3 4.0 11.3 21.8 1.5 3.8 0.7 6.9 1.8 10.8
その他の市 40.7 3.6 11.4 20.3 1.6 4.1 0.2 6.6 2.9 8.6
町村 38.7 5.7 11.3 21.6 0.0 3.4 0.0 4.6 2.3 12.5

全体 37.9 5.1 9.4 13.5 1.8 9.6 0.4 8.4 1.3 12.4
１０～２０代 27.8 2.9 6.3 10.9 0.9 16.6 0.9 18.4 0.9 14.7
３０～４０代 35.4 3.9 8.0 18.3 1.8 9.2 0.4 7.3 1.4 14.3
５０～６０代 47.9 8.2 13.2 10.7 2.3 4.8 0.2 2.3 1.5 9.0
政令指定都市/県庁所在地 36.7 5.1 9.8 15.5 1.8 8.7 0.5 8.2 1.2 12.5
その他の市 38.4 5.0 9.7 12.3 1.7 9.7 0.5 8.6 1.5 12.8
町村 42.4 7.1 4.7 11.7 1.1 14.1 0.0 9.4 0.0 9.4

全体 42.1 3.9 19.9 15.6 0.9 2.5 0.3 4.2 4.3 6.4
１０～２０代 41.5 2.3 14.8 13.8 0.7 5.4 1.0 9.3 4.5 6.8
３０～４０代 38.6 3.9 16.6 20.7 1.3 2.0 0.2 3.9 4.8 8.1
５０～６０代 46.6 4.9 27.0 11.4 0.4 0.9 0.0 0.7 3.5 4.4
政令指定都市/県庁所在地 40.2 4.9 19.4 16.5 0.5 3.1 0.5 4.3 3.5 7.0
その他の市 44.0 2.6 21.0 14.6 0.8 2.2 0.1 4.1 5.2 5.4
町村 41.7 6.5 14.3 18.2 2.6 1.2 0.0 3.9 1.2 10.3

全体 36.6 3.5 13.4 20.9 1.5 3.2 0.4 6.1 3.7 10.7
１０～２０代 32.3 1.2 8.0 20.7 1.8 4.7 1.2 14.9 3.3 11.9
３０～４０代 35.0 3.9 10.4 25.2 1.7 3.5 0.2 4.6 3.9 11.5
５０～６０代 41.5 4.9 20.6 16.3 1.1 1.6 0.2 1.3 3.7 8.8
政令指定都市/県庁所在地 36.4 3.9 12.0 20.6 1.6 3.5 0.9 5.9 3.3 11.8
その他の市 36.7 2.8 15.1 20.4 1.4 2.9 0.1 6.7 4.5 9.3
町村 35.9 7.8 9.0 26.9 1.2 2.6 0.0 3.8 0.0 12.8

全体 41.8 2.7 9.7 15.8 1.3 7.3 0.3 8.3 1.6 10.9
１０～２０代 31.8 0.0 7.0 14.1 0.6 11.6 0.3 18.7 1.3 14.7
３０～４０代 42.0 2.4 6.7 19.0 1.7 8.2 0.2 7.1 2.1 10.6
５０～６０代 48.9 5.0 14.7 13.8 1.5 3.3 0.4 2.2 1.5 8.6
政令指定都市/県庁所在地 38.7 3.2 10.2 16.5 1.5 7.7 0.1 8.2 1.5 12.2
その他の市 44.1 2.2 9.8 14.9 1.3 6.8 0.3 8.5 2.1 10.1
町村 44.4 3.8 6.3 17.7 1.2 8.9 1.2 7.7 0.0 8.9

話題性

情報源としての）重視度

（楽しみとしての）重視度

信頼度

役立ち度

図表 ２.３ １２　　経年で最も評価が上がったメディア（評価指標別）

図表 ２.３ １３　　経年で最も評価が上がったメディア（評価指標別・セグメント別）
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＜参考資料＞

郵送アンケート調査票
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問 1．あなたのご自宅で使っている放送サービスについてお答え下さい。それぞれ一つだけ〇をつけてください。

※それぞれについてお答えください。 アンテナ受信
で視聴（注）

ケーブルテレビ
で視聴

視聴していない わからない

1. 地上デジタル放送（地デジ） 1 2 3 4

2. 無料の BS 放送や NHK-BS 1 2 3 4

3. WOWOW 1 2 3 4

4. 有料多チャンネル放送（ケーブルテ
レビ,スカパー!等の衛星放送）

1 2 3 4

注）集合住宅等の共同アンテナを含みます

問 2． あなたは、普段インターネット（パソコンや携帯電話等からのメール送受信、ホームページの閲覧など）
を利用していますか？ 一つだけに〇をつけて下さい。
1. はい 2. いいえ

問 3．問 2で[1.はい]と回答した方に伺います。どのような機器でインターネットを利用していますか。

当てはまるものすべてに〇をつけてください。
1. 自宅のパソコン
2. 自宅以外のパソコン
3. 携帯電話（PHS、携帯情報端末(PDA)を含む）

4. スマートフォン (iPhone、Android 端末等)
5. タブレット端末 (iPad 等)
6. インターネットに接続できるテレビ
7. インターネット対応型家庭用ゲーム機・その他の機器

問 4．インターネットの利用歴をお答えください。（いずれかの欄に数字を記入してください）

1 年未満の場合 → か月

1 年以上の場合 → 年

問 5．次のインターネットのサービスを、今どのくらい利用していますか。

それぞれのサービスについて、どれか一つだけに〇をつけて下さい。

※パソコン及び携帯電話・スマートフォンなどからの利用を含みます

ほぼ毎日 週に数回 月に数回
月に 1 回
以下

利用して
いない

1. 検索サイト（Google など） → 1 2 3 4 5

2. ポータルニュースサイト（Yahoo!など） → 1 2 3 4 5

3. ソーシャルメディア（注） → 1 2 3 4 5

4. 行政機関や企業のウェブサイト → 1 2 3 4 5

5. その他一般のウェブサイト（掲示板･ブログ含む） → 1 2 3 4 5

6． メール → 1 2 3 4 5

7． チャット・メッセンジャー → 1 2 3 4 5

8． 音声通話（スカイプなど） → 1 2 3 4 5

9． インターネットラジオ（らじる★らじる、radiko.jp (ラジコ) など） → 1 2 3 4 5

10．ネットショッピング・オークション（楽天、ヤフーオークションなど） → 1 2 3 4 5

11．オンラインゲーム（ラグナロクオンライン、モバゲーなど） → 1 2 3 4 5

12．音楽のダウンロード・ストリーミング（各種音楽配信サイトなど） → 1 2 3 4 5

13．動画のダウンロード・ストリーミング（youtube、ニコニコ動画など） → 1 2 3 4 5

14．文書・写真の保存や管理（dropbox など） → 1 2 3 4 5

注）ミクシィ、グリー、Facebook、ツイッター 等

Ⅰ．あなたのご自宅及びあなた自身の情報通信サービスの利用状況についてお伺いいたします。

次頁へ
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本章では、あなたの生活における情報メディア（テレビ・ラジオ・新聞・インターネット等）の利用状況や、それぞれの
情報メディアに対するあなたのお考えについてお伺いいたします。

問 6. 以下に挙げる各情報メディアの利用について、最近 1 週間におけるあなたの利用頻度をお答えください。
それぞれの情報メディアについて、(i)1 日あたりの平均時間（平日、土日・休日）、（ii）1週間の利用日数に
ついて数値を記入してください。

現在その機器を所有していない場合〇をつけてください
↓

（i）1日あたり平均利用時間 （ii）1週間
の利用日数平日の場合 土日・休日の場合

テレビを見る（ワンセグを含む） → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい
ラジオを聴く → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい
新聞を読む → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい
雑誌を読む → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい
パソコンでインターネットを使う → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい
スマートフォン(iPhone,Android 端末等)で
インターネットを使う

→ × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい

携帯電話（スマートフォンを除く）で
インターネットを使う

→ ×
時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい

タブレット端末(iPad 等)でインターネットを使う → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい
ゲーム機でインターネットを使う → × 時間 分くらい 時間 分くらい 日くらい

問 7. 各情報メディアの利用頻度や時間は、3 年前と比較するとどの程度変わりましたか。
それぞれの情報メディアについて、どれか一つだけに〇をつけて下さい。

現在その機器を所有していない場合〇をつけてください
↓

増えた 変わらない 減った

テレビを見る（ワンセグを含む） → × 1 2 3
ラジオを聴く → × 1 2 3
新聞を読む → × 1 2 3
雑誌を読む → × 1 2 3
パソコンでインターネットを使う → × 1 2 3
スマートフォン(iPhone,Android 端末等)で
インターネットを使う

→ × 1 2 3

携帯電話（スマートフォンを除く）で
インターネットを使う

→ × 1 2 3

タブレット端末(iPad 等)でインターネットを使う → × 1 2 3
ゲーム機でインターネットを使う → × 1 2 3

Ⅱ．あなたの生活における情報メディアの利用についてお伺いいたします。
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問 8. あなたは、下表に挙げる情報の種類（国内ニュース、海外ニュース…）を、どのような情報源（テレビ、ラジオ…）から得ていますか。
各情報の種類について、当てはまるものすべてに〇をつけてください。
また、それぞれの情報の種類について、最も良く利用している情報源について一つだけ選び、該当する番号（①～⑩）を下段に記入してください。

使っていない・知らない場合は×欄に〇をつけてください↓

番
号

使
っ
て
い
な
い
・知
ら
な
い

情報の種類

国
内
ニ
ュ
ー
ス

海
外
ニ
ュ
ー
ス

地
域
（ロ
ー
カ
ル
）

ニ
ュ
ー
ス

天
気
予
報

旅
行
、
観
光
情
報

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

商
品
情
報

健
康
、

医
療
関
連
情
報

テ
レ
ビ
番
組
情
報

グ
ル
メ
情
報

娯
楽
・
エ
ン
タ
メ

情
報

→→→→→→→→→→→

テレビ 地上波放送、BS・CS 放送・ケーブルテレビ等 ① × 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ラジオ AM・FM、コミュニティ FM、短波放送等 ② × 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

新聞・雑誌 紙媒体 ③ × 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

イ ン タ ー
ネット

報道機関が提供する文字を中心とした情報サイト（注 1） ④ × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

報道機関が提供する映像･動画を中心とした情報サイト ⑤ × 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

その他一般の映像・動画サイト(注 2) ⑥ × 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

ラジオ局が提供するインターネットラジオ(らじる、ラジコ等) ⑦ × 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ソーシャルメディア(注 3) ⑧ × 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

行政機関や企業のウェブサイト ⑨ × 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

その他一般サイト(掲示板・ブログ含む) ⑩ × 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

最もよく使うもの（該当番号①～⑩の一つを記入して下さい）→ ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

注１） ポータルニュースサイト（Yahoo!など）を含む
注２） 動画配信・動画共有サービス（youtube・ニコニコ動画等）など
注３） ミクシィ、グリー、Facebook、ツイッター等
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問 9. 各情報メディアについて、以下の項目について、回答欄に回答ください。（i）～（iv）それぞれについて、一つずつ〇をつけて下さい。
また、（i）～（iv）それぞれについて、最も高いと思う情報メディアを一つだけ選び、該当する番号（①～⑩）を下段に記入してください。

(i) ： あなたは、各情報メディアはどのくらい重要と思いますか。 「a.情報を得るための情報源」として、「b.楽しみを得るための手段」として、それぞれお答え下さい。

(ii) ： あなたは、各情報メディアの情報をどのくらい信頼していますか。

(iii) ： あなたの生活（買い物などの消費や、趣味・娯楽、その他の日常の行動）で、各情報メディアはどのくらい役に立っていると思いますか。

(iv) ： 各情報メディアを通じて知った情報について、友人・知り合いなど他人と話題にすることはありますか。

使っていない・知らない場合は×欄に〇をつけてください↓ ＜回答欄＞

番
号

使
っ
て
い
な
い
・知
ら
な
い

(i)重要度 （ii）
信頼度

（iii）
役立ち度

（iV）
話題a.情報源として b.楽しみとして

非
常
に
重
要

あ
る
程
度
重
要

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

全
く
重
要
で
は
な
い

非
常
に
重
要

あ
る
程
度
重
要

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

全
く
重
要
で
は
な
い

全
部
信
頼
で
き
る

.

大
部
分
信
頼
で
き
る

半
々
く
ら
い

一
部
し
か
信
頼
で
き
な
い

全
く
信
頼
で
き
な
い

か
な
り
役
立
っ
て
い
る

や
や
役
立
っ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
役
立
っ
て
い
な
い

全
く
役
立
っ
て
い
な
い

あ
る

な
い

テレビ 地上波放送、BS・CS 放送・ケーブルテレビ等 ① × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
ラジオ AM・FM、コミュニティ FM、短波放送等 ② × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
新聞・雑誌 紙媒体 ③ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2

インター
ネット

報道機関が提供する文字を中心とした情報ｻｲﾄ（注 1）④ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
報道機関が提供する映像･動画を中心とした情報ｻｲﾄ ⑤ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
その他一般の映像・動画サイト(注 2) ⑥ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
ラジオ局が提供するインターネットラジオ ⑦ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
ソーシャルメディア(注 3) ⑧ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
行政機関や企業のウェブサイト ⑨ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2
その他一般サイト(掲示板・ブログ含む) ⑩ × 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2

最も高いもの（該当番号①～⑩を記入して下さい）→ ( ) ( ) ( ) ( ) ( )
注１） ポータルニュースサイト（Yahoo!など）を含む
注２） 動画配信・動画共有サービス（youtube・ニコニコ動画等）など
注３） ミクシィ、グリー、Facebook、ツイッター等
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問 10. 問 9でお答え頂いた、(i)～（iv）について、ここ 3年間程度でどの程度変わりましたか？（i）～（iv）それぞれについて、一つずつ〇をつけて下さい。

また、（i）～（iv）それぞれについて、最も上がったと思う情報メディアを一つだけ選び、該当する番号（①～⑩）を下段に記入してください。

使っていない・知らない場合は×欄に〇をつけてください↓

番
号

使
っ
て
い
な
い
・知
ら
な
い

(i)重要度 (ii)
信頼度

(iii)
役立ち度

（iV）
話題a.情報源として b.楽しみとして

上
が
っ
た

下
が
っ
た

変
わ
ら
な
い

上
が
っ
た

下
が
っ
た

変
わ
ら
な
い

上
が
っ
た

下
が
っ
た

変
わ
ら
な
い

上
が
っ
た

下
が
っ
た

変
わ
ら
な
い

上
が
っ
た

下
が
っ
た

変
わ
ら
な
い

テレビ 地上波放送、BS・CS 放送・ケーブルテレビ等 ① × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
ラジオ AM・FM、コミュニティ FM、短波放送等 ② × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
新聞・雑誌 紙媒体 ③ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

インター
ネット

報道機関が提供する文字を中心とした情報ｻｲﾄ（注 1） ④ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
報道機関が提供する映像･動画を中心とした情報サイト ⑤ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
その他一般の映像・動画サイト(注 2) ⑥ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
ラジオ局が提供するインターネットラジオ ⑦ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
ソーシャルメディア(注 3) ⑧ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
行政機関や企業のウェブサイト ⑨ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
その他一般サイト(掲示板・ブログ含む) ⑩ × 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

最も上がったもの（該当番号①～⑩を記入して下さい）→ ( ) ( ) ( ) ( ) ( )
注１） ポータルニュースサイト（Yahoo!など）を含む
注２） 動画配信・動画共有サービス（youtube・ニコニコ動画等）など
注３） ミクシィ、グリー、Facebook、ツイッター等

問 11. あなたにとって、各メディアからの情報の入手にあたってどのような点が重要ですか。当てはまるものすべてに〇をつけて下さい（9.の場合は一つだけ）。

(選択肢 9 以外を選んだ方は)最も重要と思われるものを一つだけ選び、該当する番号（1～8）を下段に記入してください。

1．複数の情報源から多種多様な情報を得られること 5. 瞬時に情報を得られること

2. 文字や音声だけではなく、映像の情報を得られること 6. いつでも、どこにいても情報を得られること

3. 事実・真実など信頼性の高い情報を得られること 7. 品質の高い情報を得られること
4. 国際的な内容の情報を得られること 8. 必要とする情報を容易に探して得られること

9. いずれでもない

最も重要と思われるもの(該当番号 1～8を記入してください)→ （ ）
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本章では、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災より前やそれ以降の期間において、震災情報等の情報源と
しての情報メディア（テレビ・ラジオ・新聞・インターネット等）の利用状況や、それぞれの情報メディアに対するあなた
のお考えについてお伺いいたします。

問 12. 次のソーシャルメディアを使っていますか。使っているソーシャルメディアすべてについて、それぞれ
いつ頃から使っているか、１から３までどれか一つだけに○をつけて下さい。また、使っていない場合は、「４
使っていない」に○をして下さい。

2011 年 3 月 11 日
（東日本大震災）

前に利用開始

2011 年 3 月 11 日
から 3月 31 日の
間に利用開始

2011 年 4 月
以降に利用開始

使っていない

ツイッター 1 2 3 4
ミクシィ 1 2 3 4
Facebook 1 2 3 4

問 13. 東日本大震災発生より前は、地震や台風等の災害関連情報について、主にどのようなメディアから情報
を得ていましたか。当てはまるものすべてについて〇をつけて下さい。
また、一番活用していたものを選び、該当する選択肢の番号を下段に記入して下さい。

1. テレビ
2. ラジオ
3. 新聞
4. パソコンで見るニュースサイト
5. 携帯電話（スマートフォン含む）で見るニュースサイト
6. パソコンで見るその他のサイト
7. 携帯電話（スマートフォン含む）で見るその他のサイト

8. パソコンで利用するミクシィ又は Facebook
9. 携帯電話（スマートフォン含む）で利用する

ミクシィ又は Facebook
10. パソコンで利用するツイッター
11. 携帯電話（スマートフォン含む）で利用する

ツイッター
12. 家族、友人、知人等からのメールや電話
13. その他

一番活用していたものを 1～13 から一つだけお選び番号を記入して下さい→ （ ）

Ⅲ．東日本大震災の発生当時におけるあなたの情報メディアの利用についてお伺いいたします。
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問 14. 東日本大震災発生後、以下の各情報（地震速報、津波・台風による避難指示、…）は主にどのような情報源（テレビ、携帯電話、…）から収集しましたか。
またその情報は役に立ちましたか。すべての情報源及び情報の種類について、下記選択肢の中から当てはまるものについて、回答欄の番号に一つずつ○をつけて下さい。

※インターネットは、パソコン及び携帯電話・スマートフォンなどからの利用を含みます ＜問 14の回答欄＞

情報の種類
情報源

①地震速報 ②津波、台風による
避難指示

③帰宅時の
交通運行状況

④原発事故、放射能 ⑤食の安全
（放射能性物質の影響）

1.テレビ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
2.携帯電話(スマートフォン含む)のワンセグ放送 → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
3.ラジオ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
4.新聞 → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
5.インターネットニュースサイト → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
6.インターネットのブログ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
7.大学・研究機関や研究者のツィッター → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
8.その他のツイッター → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
9.ミクシィ、Facebook → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
10.政府/自治体の震災関連の携帯メール → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
11.政府/自治体のホームページ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X

(選択肢) 1: 非常に役に立った 2: ある程度役に立った 3: あまり役に立たなかった 4: 全く役に立たなかった ×: 情報源をつかわなかった、知らなかった

問 15. 東日本大震災発生後以下の各情報について、それぞれの情報源をどの程度信頼できると思いましたか。すべての情報源について、下記選択肢の中から当てはま
るものについて、回答欄の番号に一つずつ○をつけて下さい。

※インターネットは、パソコン及び携帯電話・スマートフォンなどからの利用を含みます ＜問 15の回答欄＞

情報の種類
情報源

①地震速報 ②津波、台風による
避難指示

③帰宅時の
交通運行状況

④原発事故、放射能 ⑤食の安全
（放射能性物質の影響）

1.テレビ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
2.携帯電話(スマートフォン含む)のワンセグ放送 → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
3.ラジオ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
4.新聞 → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
5.インターネットニュースサイト → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
6.インターネットのブログ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
7.大学・研究機関や研究者のツィッター → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
8.その他のツイッター → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
9.ミクシィ、Facebook → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
10.政府/自治体の震災関連の携帯メール → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X
11.政府/自治体のホームページ → 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X 1 2 3 4 X

(選択肢) 1: 非常に信頼できた 2: ある程度信頼できた 3: あまり信頼できなかった 4: 全く信頼できなかった ×: 情報源をつかわなかった、知らなかった

①
～
⑤
の
各
行
（情
報
源
）に
つ
い
て
１
つ
ず
つ
〇
を
つ
け
て
下
さ
い
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問 16. 東日本大震災発生後、以下の各情報について、それぞれの情報源の信頼性は震災前に比べてどのように変化しましたか。(i)震災発生から 1 ヶ月間、(ii)現在、
の両方についてお答え下さい。すべての情報源及び情報の種類について、下記選択肢の中の当てはまるものについて、回答欄の番号に一つずつ○をつけて下さい。
※インターネットは、パソコン及び携帯電話・スマートフォンなどからの利用を含みます ＜問 16の回答欄＞

時期
情報の種類

情報源

(i) 震災前に比べて震災発生から 1ヶ月間 (ii) 震災前に比べて現在
①地震・津波の

被害状況
②原発事故・放射能 ③食の安全

（放射性物質の影響）
①地震・津波の

被害状況
②原発事故・放射能 ③食の安全

（放射性物質の影響）

1.テレビ → 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X
2.ラジオ → 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X
3.新聞 → 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X
4.インターネットのブログ → 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X
5.インターネットのソーシ
ャルメディア（注）

→ 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X 1 2 3 X

注） ミクシィ、Facebook、ツイッター

(選択肢) 1:信頼性が上がった 2:信頼性が下がった 3:変わらなかった ×: 情報源をつかわなかった、知らなかった

問 17. 問 16で「2.信頼性が下がった」を選んだ項目について、その理由を教えて下さい。信頼性が下がった情報源について、下記選択肢の中から、当てはまるものす
べてに回答欄の番号に○をつけて下さい（×欄のみ一つだけ）。また、[5.その他]の場合は、理由を（ ）内に記入して下さい。
※インターネットは、パソコン及び携帯電話・スマートフォンなどからの利用を含みます ＜問 17の回答欄＞

時期
情報の種類

情報源

(i) 震災前に比べて震災発生から 1ヶ月間に信頼性が下がった人 (ii) 現在でも信頼性が下がっている人
①地震・津波の

被害状況
②原発事故・放射能 ③食の安全

（放射性物質の影響）
①地震・津波の

被害状況
②原発事故・放射能 ③食の安全

（放射性物質の影響）

1.テレビ →
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) ×

2.ラジオ →
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) ×

3.新聞 →
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) ×

4.インターネットのブログ →
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) × ( ) ×

5.インターネットのソーシ
ャルメディア（注）

→
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

( ) × ( ) × ( ) ×( ) ×( ) × ( ) ×
注） ミクシィ、Facebook、ツイッター

(選択肢)
1:情報の正確さに問題があると思ったから 3:情報提供のタイミングが遅かったから 5:その他

2:情報内容が不十分だと思ったから 4:情報が古く、現状にそぐわないと思ったから ×: 情報源をつかわなかった、知らなかった

①
～
③
の
各
行
（情
報
源
）に
つ
い
て
１
つ
ず
つ
〇
を
つ
け
て
下
さ
い
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本章では、「行政」「医療」「教育」の 3つの分野における情報通信サービスについて、あなたの利用状況や今

後の利用意向について伺います。次に示すサービス一覧をお読みの上で、問 18-問 23 についてお答えください。

表 本調査で対象とするサービス一覧

分野 サービス 内容

行政

1.電子申請サービス
紙で行っている申請や届出などの行政手続を、インターネットを利用して自宅や勤務
先から行えるようにするものです。e-Gov などがあります。

2.税申告・納税サービス
税務署に出向いて行う確定申告や納税、申請や届け出など手続きを、インターネット
を利用して自宅や勤務先から電子的に行えるものです。e-Tax、eLTAX などがあります。

医療

3.健康管理 サービス

体重、血圧、歩数、活動カロリーなど健康についての各種測定データをつかって利用
者の健康状態を記録・管理したり、個人に合わせた助言や情報などを提供して健康管
理や病気予防をサポートするものです。パソコンや携帯電話・スマートフォンを利用
したサービスがあります。

4.遠隔診療 サービス
直接、病院や診療所に行かなくても、インターネットを通じて、医師の診察や診断を
受けることができるものです。テレビ電話などを利用した診察や、診療データなどを
送付して行う診断サービスなどが挙げられます。

教育

5. オンライン教材
インターネットを通じて、電子化された教材をパソコンや携帯電話・スマートフォン
やタブレット端末などから利用できるものです。

6.e ラーニング
（遠隔教育サービス）

インターネットを通じて、試験等を受けたり、国内外の教育機関（大学、予備校、語
学学校、資格学校等）の授業を受けることができるサービスです。テレビ電話などで
教師と実際に会話等ができるものも含みます。

問 18. 上に示したそれぞれのサービスについて、次の問にお答えください。（ (i),(ii)は、〇は一つだけ）
(i) ：あなたは、このようなサービスの名前について聞いたことがありますか。

(ii) ：(i)で[1.はい]を選択したサービスについて伺います。サービスの内容について知っていますか。

(iii) ：(i)又は(ii)のいずれかについて[1.はい]を選択したサービスについて伺います。どのような方法で

聞いたり、サービスの内容を知ったりしましたか。

当てはまるものすべてについて〇をつけて下さい（選択肢９の場合は一つだけ）

分野 サービス

（i）名前 （ii）内容 （iii）名前を聞いたり、内容を知ったりした方法

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

新
聞

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

雑
誌

広
告
（
チ
ラ
シ･

ポ
ス
タ
ー
、

電
車
の
中
吊
り
広
告
等
含
む
）

口
コ
ミ

そ
の
他

覚
え
て
い
な
い

行政
1.電子申請サービス → 1 2 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2.税申告・納税サービス → 1 2 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

医療
3.健康管理サービス → 1 2 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

4.遠隔診療サービス → 1 2 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

教育
5.オンライン教材 → 1 2 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

6.e ラーニング → 1 2 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Ⅳ．公共分野における情報通信サービスの利用についてお伺いいたします。
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問 19. 各サービスについて、次の問にお答えください。(i)～(iii)それぞれについて、一つずつ〇をつけて下
さい。

(i) ：それぞれのサービスについて一度でも利用したことがありますか。
(ii) ：(i)で[1.利用したことがある]を選んだサービスについて伺います。最近利用したのはいつですか。
(iii)：(i)で[1.利用したことがある]を選んだサービスについて伺います。どの程度の頻度で利用していますか。

分野 サービス

(i)利用状況 (ii)利用時期 (iii)利用頻度

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
が
な
い

（
他
の
手
段
を
使
っ
て
い
る
）

利
用
す
る
必
要
性
が
な
い

３
か
月
前
以
内

３
か
月
前
～
６
か
月
前
以
内

６
か
月
前
～
１
年
前
以
内

１
年
前
～
２
年
前
以
内

２
年
よ
り
前

ほ
ぼ
毎
日

週
３
～
４
回

週
１
～
２
回

月
１
～
３
回

数
か
月
に
１
回

年
１
～
２
回

今
ま
で
に
利
用
し
た
の
は

１
度
の
み

行政
1.電子申請サービス → 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7

2.税申告・納税サービス → 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7

医療
3.健康管理サービス → 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7

4.遠隔診療サービス → 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7

教育
5.オンライン教材 → 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7

6.e ラーニング → 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7

問 20. 問 19の (i)で[1.利用したことがある]を選んだサービスについて、次の問にお答えください。
（i）～（iii）それぞれにおいて、下記選択肢の中から、当てはまるものすべてについて回答欄の番号に〇をつ
けて下さい。

(i) ：どの機器で利用されていますか。
(ii) ：どの場所で利用されていますか。
(iii) ：どのような目的で利用していますか。

＜問 20の回答欄＞

分野 サービス (i)利用機器 (ii)利用する場所 (iii)利用の目的

行政
1.電子申請サービス → 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

2.税申告・納税サービス → 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

医療
3.健康管理サービス → 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

4.遠隔診療サービス → 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

教育
5.オンライン教材 → 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

6.e ラーニング → 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

（ (i)選択肢 ）

1. 自宅のパソコン
2. 自宅以外のパソコン
3. 携帯電話（PHS、携帯情報端末(PDA)を含む）

4. スマートフォン(iPhone、Android 端末等)
5. タブレット型端末(ipad 等)
6. インターネットに接続できるテレビ
7. インターネット対応型家庭用ゲーム機・その他の機器

（ (ii)選択肢 ）

1. 自宅 2. 学校・職場 3. 学校・職場を除く公共施設 4. それ以外の外出先（移動中含む） 5. その他

（ (iii)選択肢 ）

1. 自分の都合に合った時間に利用するため
2. サービスの利用に係る手間を省くため
3. 自分に合った内容のサービスを自由に選ぶため

4. 早くサービスを利用するため
5. 人に会わずに気軽にサービスを利用するため
6. その他

【 問 20～問 21は、問 19(i)で[1.利用したことがある]を選択したサービスについてお答えください 】
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問 21. 問 19の(i)で[1.利用したことがある]を選んだサービスについて伺います。各サービスの評価について、
次の問にお答えください。

(i) ：利用して満足していますか。下記選択肢の中から、回答欄の番号に一つだけ〇をつけて下さい。
(ii) ：どの程度生活に役立っていると思いますか。下記選択肢の中から回答欄の番号に一つだけ〇をつけて下

さい。
(iii) ：利用においてどのような利点があると思いますか。下記選択肢の中から当てはまるものすべてについて

回答欄の番号に〇をつけて下さい。

＜問 21の回答欄＞
分野 サービス （i）満足度 （ii）役立ち度 （iii）利用の利点

行政
1.電子申請サービス → 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8

2.税申告・納税サービス → 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8

医療
3.健康管理サービス → 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8

4.遠隔診療サービス → 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8

教育
5.オンライン教材 → 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8

6.e ラーニング → 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8

（ (i)選択肢 ）

1. 満足 2. やや満足 3. やや不満 4. 不満

（ (ii)選択肢 ）

1. 非常に役に立っている
2. やや役に立っている

3. あまり役に立っていない
4. 全く役に立っていない

（ (iii)選択肢 ）

1. いつでも手続きができる
2. 待ち時間、往復時間などがなくなる
3. コスト（交通費など）が削減できる
4. 資源を削減できる（紙が不要など）

5. 記入ガイドやヘルプ機能がある
6. インターネットを利用すると特典やメリットがある
7. 自分のニーズに合ったサービスだけを選んで受けられる
8. その他

問 22． 問 19の(i)で[2.利用したことがない（他の手段を使っている）]を選んだサービスについて伺います。
そのサービスを利用しない理由について、下記選択肢の中で、当てはまるものすべてについて回答欄の番号に〇
をつけて下さい。

＜問 22 の回答欄＞

分野 サービス 利用しない理由

行政
1.電子申請サービス → 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2.税申告・納税サービス → 1 2 3 4 5 6 7 8 9

医療
3.健康管理サービス → 1 2 3 4 5 6 7 8 9

4.遠隔診療サービス → 1 2 3 4 5 6 7 8 9

教育
5.オンライン教材 → 1 2 3 4 5 6 7 8 9

6.e ラーニング → 1 2 3 4 5 6 7 8 9

（選択肢 ）

1.インターネットで提供されていることを知らないから
2.わからないところは誰かに教えてもらわないといけないから
3.個人情報漏えいなどセキュリティ上の不安があるから
4.サービスの全てが電子化されていないから
（別に書類も出さなければならない等）

5. 使い方が難しそうだから
6. 相手先の顔が見えないと信用できないから
7. サービスの利用時間が限られているから
8. 従来のやり方で満足している、困っていないから
9. その他
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問 23 各サービスのあなたの今後の利用意向について、次の問にお答えください。

(i) ：今後（も）利用したいと思いますか。下記選択肢の中から、回答欄の番号に一つだけ〇をつけて下さい。
(ii) ：（i）で[1.利用したいと思う]と回答したサービスについてお伺いします。利用の効果やメリットについ

て何を期待しますか。下記選択肢の中から、当てはまるものすべてについて回答欄の番号に〇をつけて下
さい。

問 23の回答欄

分野 サービス （i）利用意向 （ii）期待する効果・メリット

行政
1.電子申請サービス → 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8

2.税申告・納税サービス → 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8

医療
3.健康管理サービス → 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8

4.遠隔診療サービス → 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8

教育
5.オンライン教材 → 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8

6.e ラーニング → 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8

（ (i)選択肢 ）

1. 利用したいと思う 2.利用したいと思わない

（ (ii)選択肢 ）

1. いつでも手続きができる
2. 待ち時間、往復時間を節約できる
3. コスト（交通費など）が節約できる
4. 資源を節約できる（紙が不要など）

5. 記入ガイドやヘルプ機能がある
6. インターネットを利用すると特典やメリットがある
7. 自分のニーズに合ったサービスだけを選んで受けられる
8. その他

【 全員の方にお伺いします 】
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問 24．性別をお答えください。（○は一つ）
1. 男性 2. 女性

問 25．年齢をお答えください。（○は一つ）
1. 19 歳以下
2. 20 歳～29 歳

3. 30 歳～39 歳
4. 40 歳～49 歳

5. 50 歳～59 歳
6. 60～69 歳

7. 70 歳以上

問 26．職業をお答えください。（○は一つ）
1. 自営業・自由業
2. 会社員・公務員・団体職員等（常勤の給与所得者）
3. パート・アルバイト・フリーター等（非常勤や臨時的な給与所得者）
4. 大学生
5. 大学院生

6. 中学生
7. 高校生・予備校生
8. 専業主婦
9. 無職
10. その他

問 27．現在学生以外の方に伺います。あなたが最後に在籍していた学校をお選びください。（○は一つ）
1.中学校（旧制尋常小学校、旧制高等小学校を含む）
2.高校（旧制中学校、実業学校、師範学校、女学校を含む）
3.短大・高専・旧制高校・専門学校

4.大学
5.大学院

問 28．家族構成をお答えください。（○は一つ）

1. 一人暮らし 2. 夫婦二人 3. 子どもと同居 4. 親と同居 5. 三世代同居 6. その他

問 29．住居の種類をお答えください。（○は一つ）

1. 一戸建て 2. 集合住宅 3.その他

問 30．世帯年収をお答えください。（○は一つ）
1. 200 万円未満
2. 200 万円～400 万円未満
3. 400 万円～600 万円未満

4. 600 万円～ 800 万円未満
5. 800 万円～1000 万円未満
6. 1000 万円～1500 万円未満

7. 1500 万円～2000 万円未満
8. 2000 万円以上
9. わからない

問 31．お住まいの地域についてお答えください。（○は一つ）
[北海道]：北海道
[東北]：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
[関東]：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
[北陸]：富山県、石川県、福井県
[甲信越]：山梨県、新潟県、長野県
[東海]：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
[近畿]：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
[中国]：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
[四国]：徳島県、香川県、愛媛県、高知県
[九州・沖縄]：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県
1. 北海道
2. 東北

3. 関東
4. 北陸

5. 甲信越
6. 東海

7. 近畿
8. 中国

9. 四国
10. 九州・沖縄

問 32．お住まいの地域規模についてお答えください。（○は一つ）

＜政令指定都市＞： 札幌市,仙台市,さいたま市,千葉市,横浜市,川崎市,相模原市,新潟市,静岡市,浜松市,
名古屋市,京都市,大阪市,堺市,神戸市,岡山市,広島市,北九州市,福岡市

1. 政令指定都市(東京23区含む)及び
県庁所在地

2. 左記以外の市 3.町村

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

Ⅴ．あなた及びご家庭のことについてお尋ねします。


